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田
岡
功
駐
日
パ
ラ
グ
ア
イ
全
権
大
使
を
招
い
て
の

講
演
会
の
日
程
と
会
場
が
変
り
ま
し
た
。

日
程:

四
月
二
十
四
日
、
午
後
二
時
か
ら
４
時

会
場:

新
大
宗
ビ
ル
一
号
館

フ
ォ
ー
ラ
ム
八

七
階
七
〇
七
室

渋
谷
区
道
玄
坂
二-

十
‐
七

電
話

〇
三
ー
三
七
八
〇
―
〇
〇
〇
八

既
に
発
行
の
チ
ケ
ッ
ト
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す

四
月
十
六
日
（
土
）

一
日
研
修
会
（
環
境
初
級
セ
ミ
ナ
ー
）

午
前

十
時
開
始

五
時
終
了

三
千
円
（
昼
食
付
き
）

場
所

当
協
会
事
務
所
に
て

南
北
米
福
地
開
発
協
会
事
務
局

神
奈
川
県
川
崎
市
溝
の
口
三
―
十
一
―
十
五

岩
崎
ビ
ル
四
階

電
話

〇
四
四
ー
八
二
九
―
二
八
二
一

フ
ァ
ッ
ク
ス

〇
四
四
ー
八
二
九
―
二
八
二
〇

藤
岡
君
（
真
ん
中
）
、
水
産

大
学
を
卒
業
し
、
今
後
の
パ

ン
タ
ナ
ー
ル
で
の
水
産
の
可

能
性
を
調
査
す
る
た
め
三
月

五
日
に
日
本
を
発
ち
、
レ
ダ

基
地
を
訪
問
、
現
地
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
に
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
は
日
本
に
て
レ
ダ

で
の
体
験
を
下
に
準
備
期
間

を
持
ち
、
次
に
行
く
時
に
は

長
期
滞
在
を
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

レダ基地にて

レ
ダ
基
地
内
で
植
樹
し
た
木
々

も
上
の
写
真
で
見
る
よ
う
に

順
調
に
育
っ
て
お
り
ま
す
。

此
処
で
の
植
樹
活
動
を
モ
デ

ル
と
し
て
パ
ラ
グ
ア
イ
国
土

の
五
十
五
％
を
占
め
る
チ
ャ

コ
地
方
の
植
樹
を
将
来
積
極

的
に
進
め
て
行
く
計
画
を
し

て
い
ま
す
。
最
近
の
レ
ダ
基

地
は
木
々
の
成
長
と
と
も
に

各
種
の
鳥
が
集
ま
り
野
鳥
の

楽
園
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。



千
葉
県
柏
に
て
研
修
会
開
催
。

（
三
月
十
九
日
ー
二
十
一
日
）パンタナールの自然の写真展示 講義をする飯野事務総長

柏
で
の
集
会
は
家

族
連
れ
で
の
参
加
で
、

ま
だ
外
は
肌
寒
い
気

候
で
し
た
が
素
晴
ら

し
い
自
然
環
境
の
中

で
子
供
達
も
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

会
員
間
の
親
睦
が
深

ま
り
と
て
も
意
義
の

あ
る
研
修
で
し
た
。

パラグアイ大使館主催マテ茶会に飯野事務総長、
柴沼事務局長が招待される。３月１４日（大使館）

田岡大使、チラベルト氏（前パラグアイ サッカーナショ

ナルチームのキャプテン）とともに

レダ基地開発責任者中田実氏帰国報告会
３月１３日（川崎市高津市民館にて）

レダ基地内植樹活動は順調に進んでおり、特に昨年建設

した給水塔が大きな働きをしていることを強調された。

研修会参加者
小学生クラス



地球の緑を守る会（NPO法人）が南米、パラグアイ国の南北米開発財団
の自然保護地レダにて植樹活動（２００５年１月３０日ー２月２４日）

植えつけから2年10ヶ月たったユーカリ
（２００５．２．２１撮影）計測スケールは５ｍ

二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
南
北
米

福
地
開
発
協
会
と
の
協
力
で
始
ま
っ

た
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
植
樹
も
今
回
で

通
算
七
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
地

球
の
緑
を
守
る
会
の
ス
タ
ッ
フ
が

一
月
三
〇
日
に
成
田
を
出
発
、
二

月
二
十
四
日
ま
で
現
地
に
滞
在
、

昨
年
度
申
し
込
み
の
方
々
の
苗
木

を
植
え
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、

ア
ル
ト
パ
ラ
グ
ア
イ
州
チ
ャ
コ
地

方
は
年
間
で
最
も
気
温
が
高
く
、

給
水
回
数
や
四
〇
℃
度
を
越
す
直

射
日
光
か
ら
の
保
護
な
ど
、
植
え

つ
け
後
の
苗
木
の
ケ
ア
に
苦
心
し

ま
し
た
。

（
地
球
の
緑
を
守
る
会

高
津
事
務
局
長
の
報
告
）

『
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
牧
場
跡
地
に
森
を
再
生
す
る
』
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
球
温
暖
化

を
、
森
林
が
持
つ
炭
酸
ガ
ス
吸
収
機
能
を
使
っ
て
緩
和
す
る
こ
と
、
ま
た
自
然
林
を
造
成
す
る

こ
と
で
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
希
少
動
物
オ
オ
ア
リ
ク
イ
、
ア
ル
マ
ジ
ロ
、
ス
ミ
レ
コ
ン
ゴ
ウ
イ
ン

コ
な
ど
絶
滅
危
惧
種
の
保
護
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
吸
収
さ
せ
る
大
規
模
植
林
は
石
油
、
電
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
企
業
や
製
紙
企
業
の
あ
い
だ
で
、
２
千
年
頃
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ユ
ー
カ
リ
林
を
つ
く
っ
た
場
合
、
年
間
約
一
万
ト
ン
の
炭
酸

ガ
ス
吸
収
効
果
が
あ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
的
な
炭
酸
ガ
ス
排
出
規
制
に
対

処
（
削
減
目
標
達
成
の
た
め
の
排
出
権
獲
得
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
大
型
企
業
サ
イ

ド
の
十
年
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
植
え
つ
け
後
の
育
林
作
業
や
管
理
費
な
ど
、
各
社
約
二

億
五
千
万
円
程
度
の
予
算
が
を
当
て
て
い
ま
す
。

ユ
ー
カ
リ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
種
で
す
が
、
当
会
が
現
在
行
っ
て
い
る
植
樹
場
所
で
も

ユ
ー
カ
リ
の
良
好
な
生
育
は
す
で
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
を
目
的
と
し
た

大
規
模
植
林
も
将
来
十
分
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
実
施
し
た
植
え
つ
け
と
並
行
し
て
以
下
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

①
育
苗
所
の
設
置

種
ま
き
か
ら
ポ
ッ
ト
苗
育
成
ま
で
を
現
地
で
行
う
た
め
の
五
百
㎡
の
育
苗
所
を
建
設
。
ヤ
シ

の
木
を
柱
と
し
屋
根
に
あ
た
る
部
分
に
太
陽
光
線40

％
カ
ッ
ト
の
遮
光
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
も
の

で
四
千
～
五
千
鉢
の
ポ
ッ
ト
苗
を
育
成
可
能
。

育
苗
所
で
実
生
で
育
っ
た
苗
は
植
樹
場
所
の
気
候
や
土
質
に
な
じ
み
、
植
え
つ
け
後
の
着
生

率
が
百
％
に
近
く
な
る
。
ま
た
、
イ
ペ
ー
、
チ
バ
ト
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
花
樹
、
マ
ン
ゴ
ー
、

ア
ボ
ガ
ド
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
果
樹
、
ユ
ー
カ
リ
、
マ
ツ
な
ど
の
用
材
樹
、
そ
の
他

試
植
用
樹
種
を
含
む
約
４
０
種
を
常
時
ス
ト
ッ
ク
で
き
る
。
現
地
に
“
育
苗
セ
ン
タ
ー
”
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
は
、
必
要
な
と
き
必
要
な
場
所
に
目
的
に
応
じ
た
植
樹
を
即
座
に
行
う
上
で
、

ま
た
今
後
の
規
模
の
大
き
い
植
林
に
備
え
て
の
不
可
欠
な
ス
テ
ッ
プ
。

従
来
は
植
林
現
場
か
ら
八
百
ｋ
ｍ
離
れ
た
都
市
部
か
ら
陸
路
と
船
で
五
日
の
行
程
を
運
ん
だ

た
め
苗
木
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
根
が
衰
弱
し
た
り
事
実
上
枯
死
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
今
後
は
育
苗
所
の
開
設
で
そ
れ
ら
が
解
消
さ
れ
る
。

②
会
員
の
記
念
樹
“
マ
イ
・
ツ
リ
ー
”
に
ネ
ー
ム
ス
テ
ィ
ク
を
設
置

高
さ
一
ｍ
の
柱
状
の
イ
ペ
ー
材
に
名
義
、
コ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
、
樹
種
表
示
の
記
号
を
手
書
き

し
、
木
の
位
置
の
特
定
、
写
真
撮
影
、
管
理
上
の
利
便
性
を
良
く
す
る
た
め
に
立
て
た
も
の
。

次
回
の
現
地
で
の
植
え
つ
け
は
六
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
継
続
的
な
ご
支

援
ご
鞭
撻
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
な
が
ら
、
“
森
づ
く
り
”
の
経
過

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


